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1 は じ め に

乾田土中早期湛水直播栽培 (以下折衷直播)は ,播種作

業の前進化・代かき作業の省力等の効果のほか排水促進効

果も高い。特に,排水対策が機械作業性及び畑作物や野菜

の生育・収量に大きく影響する重粘土地帯の転換畑では
,

前作としての折衷直播に対する排水促進効果の期待が高い。

ここでは,水稲栽培時から畑転換時まで排水を良好な状

態に保つため,籾がら補助暗渠を施工した折衷直播水田に

おいて,土壌物理性の改良による畑地化促進効果を確認す

るとともに,水稲の生育・収量に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

は)試験場所 :平鹿町現地圃場 (細粒グライ土,帥
12)試験年次 :1999年

13)圃場サイズ :30m× 100m

に)直播様式 :乾田土中早期湛水直播 (折衷直播),点

播

15)供試品種 :でわひかり (浸漬籾)

16)播 種 日 :4月 26日

17)播 種 量 :乾籾換算 (08聴/a)

18)施 肥 量 :基肥接触施肥 N10kg/a(LP70+LP
100)

0)籾がら補助暗渠施工概要

1)本暗渠単独圃場 (対照区)と本暗渠と籾がら暗渠

を組み合わせた圃場 (補助暗渠区)を比較 した。

2)籾がら補助暗渠の施工法は,本暗渠に対して直角

に幅10ct・ 深さ311～45111の溝を掘削じ籾がらを充填,日面

から10cn程度は土壌を埋め戻 した。施工間隔は5mで ,

1997年 に施工した (図 1)。

3 試験結果及び考察

0)畑地化促進効果

土壌二相分布の調査より,補助暗渠有り及び補助暗渠無

し両区とも固相率はほぼ同じであるが,圃場の乾燥程度 と

関連が高い気相率の比較では,作土層の目安である深さ15cl

まで補助暗渠有り区が高かった (表 1)。

土壌含水比の圃場内分布では,J卜水路から10mご とに調

査 した結果,補助暗渠無し区では排水路から遠ざかるに従

い含水比が高くなっていたが,補助暗渠有り区ではいずれ

表 1 補助音渠が土壌三相分布に及ぼす影響

師 椰

図 2 籾がら補助暗渠が土壌水分の分布に及ぼす影響
(4月 23日 )
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図 1 試験圃場の概要
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図3 籾がら補助暗渠が砕土率の分布に及ぼす影響

(4月 26日 )
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籾がら補助暗渠が苗立ちに及ぼす影響図 5
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図4 籾がら補助暗渠が土壌硬度に及ぼす影響

(4月 23日 )

の位置でも低く,しかもリト水路からの距離に関係なくほぼ

一定の含水比であった (図 2)。

播種精度及び出芽率に大きな影響を及ぼす砕土率は,排

水路から20m毎の調査より,耕起後及び砕土後とも補助暗

渠有り区で高かった (図 3)。

また,機械の走行性に影響を及ぼす土壌硬度の調置では
,

補助暗渠有り区の深さ20～30cnの範囲で高く地耐力が増 し

た (図 4)。

l_2)水稲の生育・収量に及ぼす影響

苗立率の比較では,補助暗渠有り区の方が高く,砕土率

の差が反映された (図 5)。

図6 籾がら補助暗渠が茎数の推移に及ぼす影響

表2 籾がら補助音渠が収量及び収量構成要素に及ぼ

す影響

茎数の推移では,補助暗渠有り区が,分げつ始期から多

く推移し最終的な穂数も多かった (図 6)。

収量の比較では,補助暗渠有り区が51 3kg/aで ,補助

暗渠無し区に比べて6%増収 した。収量構成要素では,穂

数・登熟歩合・千粒重とも補助暗渠有 り区が勝 っていた

(表 2)。

4 ま  と  め

籾がら補助暗渠施工により,折衷直播水田土壌の物理性

が改善され畑地化が促進した結果,水稲の茎数及び穂数が

多くなり増収した。
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体/』

m~■ 3 106 270 851 225
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